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伊佐市消防出初式平成28年

　

１
月
10
日
、「
自
ら
の
地
域
は

自
ら
の
手
で
守
る
」
と
い
う
精
神

の
も
と
士
気
高
揚
を
目
的
に
伊
佐

市
陸
上
競
技
場
で
出
初
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
ラ
ッ
パ
隊
を
先
頭
に
、
約

４
０
０
人
の
消
防
団
員
・
消
防
署

職
員
や
消
防
車
両
な
ど
の
パ
レ
ー

ド
で
幕
を
あ
け
、
規
律
訓
練
、
操

法
訓
練
、
梯
子
乗
り
の
演
技
、
腕

用
ポ
ン
プ
操
法
、
大
口
里
保
育
園

児
に
よ
る
防
火
の
誓
い
と
集
団
演

技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
活
動
に
功
績
が

あ
っ
た
団
員
・
家
族
等
に
対
す
る

表
彰
式
も
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
、

受
章
時
の
階
級
）

【
平
成
28
年
消
防
出
初
式
表
彰
】

○
消
防
庁
長
官
表
彰

功
労
章

中
越
勇
（
団
長
）

○
日
本
消
防
協
会
表
彰

勤
続
章

今
村
謙
作
（
副
団
長
）

○
鹿
児
島
県
消
防
協
会
姶
良
伊
佐
支

　

部
長
表
彰
（
15
年
勤
続
）

亀
居
修
一
（
第
２
分
団
班
長
）

池
畑
悟
史
（
第
１
分
団
団
員
）

原
水
勝
巳
（
第
３
分
団
団
員
）

早
水
貴
志
（
第
３
分
団
団
員
）

森
山
誠
（
第
４
分
団
団
員
）

寺
地
史
生
（
第
４
分
団
団
員
）

橋
本
貴
宏
（
第
６
分
団
団
員
）

竹
内
義
人
（
第
９
分
団
団
員
）

大
野
道
治
（
第
11
分
団
団
員
）

亀
園
幸
範
（
第
13
分
団
団
員
）

小
原
治
男
（
第
14
分
団
団
員
）

酒
瀬
川
幸
（
第
14
分
団
団
員
）

山
下
博
敏
（
第
15
分
団
団
員
）

○
市
長
表
彰

消
防
団
員
協
力
事
業
所

 

・
株
式
会
社　

山
下
運
輸

 

・
医
療
法
人
恵
明
会　

整
形
外
科
松 

　

元
病
院

退
任
消
防
後
援
会
長

鶴
田
公
紀
（
里
町
班
）

平
川
亨
（
石
井
班
）

北
園
三
雄
（
白
木
班
）

岩
元
一
郎
（
堂
崎
班
）

30
年
勤
続
章

坂
元
義
廣
（
第
16
分
団
分
団
長
）

堂
園
郁
夫
（
第
17
分
団
分
団
長
）

久
森
敏
朗
（
第
９
分
団
団
員
）

25
年
勤
続
章

住
吉
真
人
（
第
７
分
団
副
分
団
長
）

下
原
和
幸
（
第
３
分
団
団
員
）

岡
野
秀
司
（
第
７
分
団
団
員
）

野
平
榮
一
（
第
８
分
団
団
員
）

20
年
勤
続
団
員
の
家
族

森
義
信
（
第
４
分
団
分
団
長
）

長
野
吉
泰
（
第
５
分
団
分
団
長
）

山
下
信
一
（
第
16
分
団
副
分
団
長
）

長
谷
川
雄
二
（
第
７
分
団
班
長
）

左
近
充
誠
（
第
13
分
団
班
長
）

亀
割
浩
介
（
第
13
分
団
班
長
）

宮
原
功
（
第
16
分
団
班
長
）

横
山
和
行
（
第
１
分
団
団
員
）

永
吉
勇
治
（
第
３
分
団
団
員
）

棈
松
良
平
（
第
３
分
団
団
員
）

今
堀
賢
治
（
第
４
分
団
団
員
）

塩
屋
空
海
（
第
11
分
団
団
員
）

15
年
勤
続
章

沖
田
芳
博
（
第
９
分
団
副
分
団
長
）

中
村
浩
久
（
第
４
分
団
班
長
）

長
野
彰
（
第
７
分
団
班
長
）

柿
ノ
迫
友
則
（
第
９
分
団
班
長
）

児
島
信
一
郎
（
第
10
分
団
班
長
）

児
玉
省
作
（
第
10
分
団
班
長
）

神
薗
剛
太
（
第
１
分
団
団
員
）

森
田
誠
（
第
１
分
団
団
員
）

今
村
浩
二
（
第
１
分
団
団
員
）

高
濱
毅
（
第
２
分
団
団
員
）

赤
崎
清
照
（
第
２
分
団
団
員
）
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早
水
貴
志
（
第
３
分
団
団
員
）

丸
田
博
敏
（
第
４
分
団
団
員
）

栗
巣
義
朗
（
第
６
分
団
団
員
）

迫
幸
博
（
第
７
分
団
団
員
）

岡
崎
芳
照
（
第
９
分
団
団
員
）

永
峰
昭
二
（
第
９
分
団
団
員
）

大
友
則
人
（
第
９
分
団
団
員
）

竹
内
義
人
（
第
９
分
団
団
員
）

亀
園
幸
範
（
第
13
分
団
団
員
）

小
原
治
男
（
第
14
分
団
団
員
）

山
下
博
敏
（
第
15
分
団
団
員
）

10
年
勤
続
章

藏
原
こ
れ
あ
き
（
第
１
分
団
班
長
）

山
口
貴
士
（
第
６
分
団
班
長
）

帖
佐
誠
（
第
３
分
団
団
員
）

西
口
雄
貴
（
第
３
分
団
団
員
）

宮
田
充
朗
（
第
４
分
団
団
員
）

大
宮
司
博
志
（
第
４
分
団
団
員
）

前
田
康
経
（
第
６
分
団
団
員
）

柿
木
伸
一
（
第
６
分
団
団
員
）

奥
薗
誠
一
（
第
７
分
団
団
員
）

田
代
晃
一
（
第
７
分
団
団
員
）

成
政
禎
一
（
第
11
分
団
団
員
）

村
元
正
（
第
14
分
団
団
員
）

５
年
勤
続
章

大
迫
和
央
輝
（
第
１
分
団
団
員
）

遠
矢
淳
平
（
第
２
分
団
団
員
）

吉
村
栄
樹
（
第
２
分
団
団
員
）

古
里
勇
人
（
第
４
分
団
団
員
）

髙
山
真
司
（
第
５
分
団
団
員
）

小
水
流
竜
司
（
第
５
分
団
団
員
）

中
村
龍
之
介
（
第
６
分
団
団
員
）

西
ノ
原
久
（
第
６
分
団
団
員
）

福
元
昭
一
（
第
８
分
団
団
員
）

開
隆
将
（
第
９
分
団
団
員
）

有
木
健
祐
（
第
10
分
団
団
員
）

木
場
一
喜
（
第
13
分
団
団
員
）

山
下
祐
介
（
第
15
分
団
団
員
）

吉
野
了
磨
（
第
15
分
団
団
員
）

上
栫
修
一
郎
（
第
16
分
団
団
員
）

寶
満
尚
也
（
第
17
分
団
団
員
）

前
田
和
範
（
第
17
分
団
団
員
）

【
平
成
27
年
表
彰
】

○
消
防
庁
長
官
表
彰

功
労
章

中
越
勇
（
団
長
）

○
日
本
消
防
協
会
表
彰

勤
続
章

今
村
謙
作
（
副
団
長
）

○
県
消
防
協
会
表
彰

功
績
章
（
20
年
勤
続
）

竹
原
研
二
（
第
15
分
団
分
団
長
）

谷
口
和
彦
（
第
13
分
団
副
分
団
長
）

大
野
美
智
人
（
第
11
分
団
班
長
）

脇
迫
修
二
（
第
12
分
団
班
長
）

中
島
速
男
（
第
３
分
団
団
員
）

寺
師
友
明
（
第
６
分
団
団
員
）

牟
田
浩
一
（
第
７
分
団
団
員
）

土
瀬
戸
修
（
第
９
分
団
団
員
）

吉
満
清
司
（
第
11
分
団
団
員
）

沖
田
義
博
（
第
11
分
団
団
員
）

園
田
辰
三
（
第
14
分
団
団
員
）

米
満
陽
一
（
第
17
分
団
団
員
）

精
績
章
（
15
年
勤
続
）

吉
松
直
樹
（
第
２
分
団
分
団
長
）

中
村
守
男
（
第
６
分
団
副
分
団
長
）

橋
脇
礼
（
第
１
分
団
団
員
）

坂
口
泰
宏
（
第
１
分
団
団
員
）

池
畑
悟
史
（
第
１
分
団
団
員
）

生
駒
泰
志
（
第
２
分
団
団
員
）

大
山
博
喜
（
第
６
分
団
団
員
）

島
内
雅
史
（
第
６
分
団
団
員
）

前
田
武
志
（
第
７
分
団
団
員
）

坂
元
初
実
（
第
８
分
団
団
員
）

長
岡
達
朗
（
第
10
分
団
団
員
）

大
野
道
治
（
第
11
分
団
団
員
）

丸
山
春
樹
（
第
12
分
団
団
員
）

緒
方
裕
二
（
第
13
分
団
団
員
）

酒
瀬
川
幸
（
第
14
分
団
団
員
）

○
県
知
事
表
彰

40
年
勤
続
章

上
村
広
盛
（
第
５
分
団
団
員
）

10
年
勤
続
章

竹
之
内
信
二
（
第
１
分
団
団
員
）

小
田
原
宏
（
第
１
分
団
団
員
）

神
田
顕
正
（
第
１
分
団
団
員
）

上
田
次
郎
（
第
４
分
団
団
員
）

有
郷
豊
喜
（
第
６
分
団
団
員
）

有
満
隆
明
（
第
６
分
団
団
員
）

前
田
慎
一
（
第
７
分
団
団
員
）

帖
佐
秀
雄
（
第
８
分
団
団
員
）

原
田
一
男
（
第
９
分
団
団
員
）

黒
木
幸
彦
（
第
10
分
団
団
員
）

安
田
哲
郎
（
第
11
分
団
団
員
）

砂
田
健
一
（
第
11
分
団
団
員
）

中
間
弘
典
（
第
12
分
団
団
員
）

福
田
友
和
（
第
13
分
団
団
員
）

瓦
勇
治
（
第
15
分
団
団
員
）

久
保
田
慶
久
（
第
16
分
団
団
員
）

「無防備な  心に火災が  かくれんぼ」今年度の標語

伊
佐
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　被害についての相談先は公的機関ではなく、「家族や親戚」「友人・知人」など私的な範囲での相談
が４割以上を占める一方で、「だれにも相談しなかった」と回答した人も４割以上いました。
　その理由については【表２】のとおりです。

★男女共同参画「出前講座」受付中です。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ先　企画政策課共生協働推進係　☎㉓１３１１

　暴力は犯罪となる行為をも
含む重大な人権侵害であり、
被害者の心や体に深刻な影響
を与えます。
　本人や周囲による早めの相
談が、事態の深刻化を防ぐカ
ギになります。
　まずは、相談してください。
伊佐市内の相談窓口
○伊佐警察署　☎㉒０１１０
○企画政策課　☎㉓１３１１
○女性サロン室

☎０９０・３０１６・３６６０
○トータルサポートセンター

☎㉙５５１１

ひとりで悩まないで

０％

37.8％

5.4％

5.4％

6.8％

1.4％

5.4％

5.4％

5.4％

1.4％

24.3％

18.9％

9.5％

6.8％

33.8％

12.2％

28.4％

2.3％

2.3％

2.3％

0.0％

2.3％

9.1％

2.3％

0.0％

18.2％

9.1％

9.1％

11.4％

6.8％

0.0％

31.8％

4.2％

4.2％

5.0％

0.8％

5.0％

6.7％

5.0％

0.8％

22.7％

15.1％

9.2％

8.4％

24.4％

7.6％

29.4％

70.5％
49.6％

20％ 60％40％ 80％

相談するほどのことではないと思
ったから

世間体が悪い

恥ずかしくて誰にも言えなかった

相手の行為は愛情表現だと思った
から

自分さえ我慢すればよいと思った

どこの、誰に相談してよいか分か
らなかった

自分にも悪いところがあると思っ
たから

相談相手の言動に不快な思いをさ
せられると思ったから

その他

思い出したくなかった

加害者に「誰にも言うな」と脅さ
れた

無回答

他人に知られるとこれまでの付き
合いができなくなると思った

相談が分かると仕返し・もっとひ
どい暴力をうけると思ったから

他人を巻き込みたくなかった

相談しても無理だと思ったから

10％ 50％30％ 70％

女性

男性

総計

男 女 共 同 参 画 社 会

暴力を受けた時に相談しなかった（できなかった）理由　【表２】

暴力受け
てない？

あなたが自分らしく生きるために、ひとりで悩まないで相談してください。

　相談しなかった理由については、「相談するほどではない」と回答した人は性別問わず
総計で 50％を占めていますが、「自分さえ我慢すればよいと思った」の回答では、男性
6.8％に対し、女性は 33.8％と高く、女性の 3 人に１人が我慢しているという結果です。
　「相談しても無理」が２割、「自分にも悪いところがある」が３割と、暴力を容認する意
識が高く、誰にも相談できない暴力の潜在化がうかがえます。
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　平成 26 年に 20 歳以上 80 歳未満の市民 2,000 人を対象に行った「市民
意識調査」の項目の一つ「配偶者等からの暴力」の調査結果について、平成
21 年の結果と比較したものが【表１】のとおりです。

男の生き方セミナー

　「将来のことをゆっくり考える余裕がない」
そんな男性の皆さん、１日だけ立ち止まってこ
れからの生きるスタイルを考えませんか。
　事前申込が必要です。
日　　時　２月 20 日（土）
　　　　　13 時 30 分～ 16 時 30 分
場　　所　かごしま県民交流センター東棟３階
　　　　　（大研修室第２）　駐車場あり　
対　　象　30 代・40 代の男性 30 人　
受 講 料　無料
託　　児　あり（要予約）
申込・問い合わせ先
県男女共同参画センター
　☎０９９・２２１・６６０３

女性サロン室

開 催 日　毎月第１・３水曜日
時　　間　13 時 30 分～ 16 時
場　　所　大口仲町旧安楽ヨシ子様宅
連 絡 先　０９０・３０１６・３６６０

何度もあった

全くない

１．２度あった

無回答女 性

男 性

総 計
Ｈ2 6

Ｈ2 6

Ｈ2 6

Ｈ2 1

Ｈ2 1

Ｈ2 1

０％ 40％ 80％20％ 60％ 100％

4.9 14.9 72.5 7.7

4.9 15.4 69.9 9.8

1.8 12.2 79.7 6.3

1.0 10.2 78.9 10.0

7.3 17.4 69.8 5.5

8.1 19.8 63.7 8.4

男 女 共 同 参 画 社 会

伊佐市は男女共同参画基本計画に基づき、男女平等の社会、男女の人権が尊重され
個性と能力を発揮し活力ある社会をめざしています。

身体に対する暴力を受けた 21 年と 26 年比較　【表１】

あなたが自分らしく生きる
ために、一緒に考えます。

30 代・40 代男性が
人生をデザインするために

　平成 26 年の結果から、身体的暴力を受けた経験が「何度も」または「１・２度」あったと
回答した人は、性別問わず総計でみると 19.8％で約 5 人に１人ですが、女性は 24.7％で約 4
人に１人が「あった」と回答しています。その中でも多いのが 50 ～ 69 歳という結果です。
　内閣府の全国調査では女性の約 6 人に 1 人なので、伊佐市は高い数値であるといえますが、
21 年の調査結果よりは数値が下がっているのがわかります。


